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星形成活動が星間物質 (ISM)に与える影響 (星形成フィードバック)は、次世代の星形成や銀河の進化を理解す
る上で重要な物理現象である。この影響は、HII領域の膨張、双極分子流、強力な紫外線放射や恒星風に起因す
る衝撃波によって周囲の分子ガスが加熱される形で現れると予想される。そこで我々のグループでは、様々な段
階にある星形成領域とその周辺の分子ガスの温度分布から星形成活動が分子ガスに及ぼす影響範囲を調べること
を目的として、数年にわたってアンモニア分子輝線を用いたマッピング観測を実施してきた。この観測プロジェ
クトは「KAGONMA」(KAgoshima Galactic Object Survey with the Nobeyama 45m Telescope by Mapping
in Ammonia linesの略称)と呼称している。これまでに我々のグループでは、マッピング観測を行った個別の分
子雲に対して分子雲内部の星形成活動と分子ガスの運動学的特徴や温度分布に関する考察を行なってきた (e.g.,
Chibueze et al. 2013, Nakano et al. 2016, Burns et al. 2019, Murase et al. 2022, Kohno et al. 2022b, Hirata
et al. in prep.)。これらの先行研究から、分子ガスに顕著な影響を与える星形成段階はコンパクト HII領域であ
り、その影響範囲は 1pc程度であることがわかってきた。本講演では、マッピング観測が完了した天体の解析結
果をまとめ、星形成活動が分子ガスに与える影響範囲に関する統計的な議論を行う。


